
（4秒） 
導入 
（明るく） 
皆さんは塾に通ったことがありますか？ 
（手を挙げながら） 
通ったことがある方！ 
（見渡して挙手を確認） 
ありがとうございます。 
  
私は今、塾講師のアルバイトをしています。 
私が働いている塾では、 
進学を目指す生徒はもちろん、 
学校の授業についていけなくなった生徒も、たくさんいます。 
そのような生徒たちが、 
「分かった！（明るく、はっきり）」と言ってくれた時、私は本当にうれしいのです。 
  
 
（ここから悲惨） 
でも、世の中には、塾に通えない人だっています。 
（低音）それは、貧困層の子どもたち。 
どんなに進学を考えていても、 
どんなに（強く）授業が分からなくても、 
お金がないために、 
みんなと同じように塾に通うことが、 
できないのです。 
  
（盛り上げる感じで⤴⤴⤴⤴⤴⤴⤴⤴）本弁論では、 
小学生、中学生、高校生の貧困層が、 
学校外教育という学習機会を得られない現状と、その解決策を訴えます！ 
  
 
 
 
現状 
先ほど、皆さんにご確認したように、 
塾などの学校外教育を利用することは 
一般的になりつつあります。 
 
その背景には、学校教育の限界があります。 
これは、 
生徒それぞれの学力に合わせた、 
教育を行うことが出来ない、 
という問題です。 
  
学校教育で対象となる 
子どもたちの学力は様々… 



例えば、難関校への進学を望む生徒。 
彼らにとっては、 
学校の授業だけでは不十分です。 
それは高校の独自問題など、 
高度な発想力が求められるためです。 
 
 
専修大学の調査によると、 
偏差値60以上の高校へ進学した生徒のうち、 
塾を利用していた生徒は何と7割！ 
 （間） 
その一方で、 
学校の授業についていけない子どもたちも、存在します。 
彼らもまた、学校教育だけでは、 
十分ではありません。 
実際、「授業を理解していない」と 
答えた子供は10％存在しているのです。 
  
このような現状から、教育現場では、「学校教育だけでは限界だ。」 
そういった声が、上がっています。 
（低く） 
私は先日、東京都と大阪市の 
教育委員会に問い合わせてみました。 
 
 
すると、どちらの教育委員会からも 
「学校教育だけでは、 
様々な学力レベルの子に、 
対応するのが難しい」 
といった回答が得られました。 
  
以上のような、学校教育の限界から、 
塾など、学校外教育を利用することが 
一般的になりました。 
（間） 
文部科学省の、調査によると、 
中学生のうち、学校外教育を利用している生徒は何と、8割にも上るのです。 
  
しかし、学校外教育を利用できていない子供たちが存在します。 
それが、貧困世帯の子供です！⤴⤴⤴ 
 
 
 
 
（ゆっくり） 
貧困世帯とは、 



例えば3人家族では年収が230万円以下、 
　　　4人家族では年収250万円以下の世帯のことを指します。 
そんな貧困世帯に生まれた子どもたちは、全国で約180万人存在しているのです。 
  
（間） 
  
彼らもまた、一般家庭と同様に、 
学校外教育を利用したいと考えています。 
貧困世帯の親への調査では、その7割が、「子供を塾に通わせたい」 
と回答しているのです。 
それにもかかわらず、 
貧困層の子どもたちのうち、学校外教育を利用できているのは1割未満。 
 
一般層と比較して、 
学校外教育の利用率は、わずか7分の1。 
貧困層と一般層で、大きな学習機会の差が生じているのです！ 
  
学習機会の差は、学力の差につながっています。 
貧困世帯で育った 
子どもたちの試験の点数は、国語・数学ともに平均よりも2割も低くなっているのです。 
  
（間） 
  
では、なぜ貧困層は学校外教育を利用できないのでしょうか？ 
それは、端的に言って、 
経済的な要因です。 
  
まず、貧困世帯の1か月の収入は 
およそ15万円。 
  
ここから食費・光熱費・医療費などの 
生活費を引いて残るお金は、 
ほとんどありません。 
事実、貧困世帯の学校外教育にかける 
平均額は、毎月約3000円。 
これに対して、一般家庭が学校外教育にかける平均額は、毎月2万3000円。 
  
貧困層は、子どもを塾に通わせるほどの経済的な余裕がないのです。 
  
（大事、ゆっくり） 
以上をまとめると、 
貧困層は経済的な理由によって十分な学習機会を得ることができていない、 
と言えます。 
  
（間2秒） 
 



 
問題点（ここからパッション） 
子どもの学習機会が親の経済力に 
左右されている現状。 
望んでも、意欲があっても、学習機会を手にできないということは 
本当に残酷なことです。（悲しみ） 
  
自己の目標、例えば、 
行きたい高校や大学、なりたい職業。 
それに必要とされる学力を 
得るためには、 
学習機会という”手段”が必要です。 
  
 
 
 
 
 
 
私の塾の教え子たちは、 
夢や目標を持っています。 
（明るく子供っぽく） 
弁護士になりたい！ 
発明家になりたい！ 
学校の先生になりたい！ 
その実現のために、 
真剣に授業を聞いて、 
本当に頑張って勉強しています。 
 
 
しかし、（深刻に）この社会では、 
その夢や目標をいだいても、学習の機会を得られない。 
そんな子供たちが存在するのです。 
学習の機会が、 
親の経済力で左右されていいのでしょうか？！ 
この現状を見過ごしていいのでしょうか？！ 
  
（いったん落ち着いて） 
これは、皆さんにとって、 
なんとも思わない問題かもしれません。 
しかし、こどもたちにとっては、 
「これからの人生、どうするか」 
その選択肢がせばまってしまう、 
（ジェスチャー→狭く） 
本当に重大なものです。 
（深刻に） 



子どもには、経済力というものは、 
どうすることもできません。 
  
（トーン下げ） 
子どもたちに責任はないのです。 
  
（間） 
やる気や能力さえあれば、 
どんな家庭に生まれた子どもだとしても、学習機会を得られるべきではないでしょうか。 
自らの目標に向かうために必要な手段は、 
利用したいと望む子どもであれば、 
誰にでも開かれるべきではないでしょうか。 
（間） 
（間） 
  
理念 
私の理想とする社会。 
それは、子どもの学習機会が、 
親の経済力に左右されない社会です。 
将来の夢や目標のために 
学びたい、進学したい。 
そう考える子どもたち全員が、 
学習機会を得られる。 
私は、これが社会のあるべき姿だ、と考えます。 
  
 
子どもたちそれぞれの目標や夢。 
それを追い求めるための前提となる、 
学習の機会を与えていきたいのです。 
私は決して、 
全ての子供たちに大学に行ってほしい 
というわけではありません。 
あくまでも、子供たちがそれぞれの夢に向かっていってほしい！ 
それだけなのです。 
（間） 
貧困層の子どもたちであっても、 
努力次第で、自らの未来を切り開いていけるようにしたいのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
プラン（ここから、丁寧に） 
（⤴⤴⤴）そこで、私の提案するプランは一点！ 
それは、教育バウチャー制度の導入です！ 
バウチャーとは、 
あらかじめ用途を定められた金券や 
商品券のことをいいます。 
  
教育バウチャー制度では、 
国や自治体が 
小・中・高校生の子供を持つ貧困家庭に、 
教育目的のバウチャーを配送します。 
  
このカードは 
塾や通信教育、家庭教師などの 
学校外教育のために利用することができます。 
 
 
このカードの使用方法について説明します。 
まず、子供を持つ貧困世帯は、 
バウチャーによって料金を支払います。 
そして、バウチャーの利用先に対しては、国が後から授業料を補てんすることとします。 
  
支給するバウチャーの金額は、一般家庭の教育支出、2万3000円に合わせて、 
2万円を上限として支給します。 
  
これにより、貧困層の子供であっても、一般家庭の子供たちと同程度の、 
学校外教育を、受けることができるようになるのです。 
  
 
 
 
実際に、このプランと同様の政策を 
行った大阪市では、 
貧困層の子供たちが、 
学校外教育を利用できるようになったと報告されています。 
つまり、この方法は、学習機会を確保するための有効な策なのです。 
（間） 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
「学力を向上させたい！」 
「自分の夢を実現したい！」 
  
そういった子供たちのために 
学校外教育の支援を拡充することで 
学習機会を確保できるようにします。 
（間　2秒） 
 
締め 
子どもにはどうすることもできない、 
経済力によって学習機会が左右されている現状。 
私は、この現状を絶対に打破したい。 
 
「学習の機会。」 
 
それが与えられてこそ 
初めて子供たちはスタートラインに立った、と言えるのではないでしょうか。 
 
（明るく⤴） 
意欲と努力次第で、未来を切り開ける、そんな社会になることを願って！ 
本弁論を終了させていただきます。 
ご清聴ありがとうございました。 
  
 
 


